
め
よ
う

◇
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

◇
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

◇
性
同
一
障
害
を
理
由
と
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

◇
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

◇
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

　

世
界
人
権
宣
言
は
１
９
４
８

年
12
月
10
日
に
国
連
で
採
択
さ

れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て
国
連
で
は

12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と

定
め
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
12
月
４
日
か
ら

10
日
の
「
人
権
デ
ー
」
ま
で
の
１

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

全
国
各
地
で
講
演
会
の
開
催
や

街
頭
啓
発
な
ど
各
種
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
、
学

校
生
活
の
中
で
、
差
別
や
偏
見

を
な
く
し
、
人
権
に
関
す
る
正

し
い
理
解
を
深
め
、
人
権
を
尊

重
す
る
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

●
み
ん
な
で
築
こ
う

　
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
　

　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

　
　
　
違
い
を
認
め
合
う
心
か
ら

◇
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

◇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◇
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

◇
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

◇
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

◇
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理

解
を
深
め
よ
う

◇
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う
◇
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

◇
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う

◇
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

◇
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

☆
人
権
問
題
な
ど
悩
み
ご
と
で

お
困
り
の
方
は
、
法
務
局
や
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
無
料
、

秘
密
厳
守
）

〈
鏡
野
町
の
人
権
擁
護
委
員
〉

○
日
笠　

朝
貴
（
古
川
）

○
村
上　

善
信
（
竹
田
）

○
中
江　

賢
一
（
入
）

○
藤
田　

知
子
（
香
々
美
）

○
吉
田　

栄
作
（
井
坂
）

○
石
原　

知
志
（
奥
津
川
西
）

○
松
坂　

豊
ミ
（
上
齋
原
）

○
築
山　

弘
美
（
富
西
谷
）

お
問
い
合
せ
先

●
鏡
野
町
保
健
福
祉
課
福
祉
係

電
話
（
０
８
６
８
）５
４
―
２
９
８
６

F
A
X（
０
８
６
８
）５
４
―
２
８
９
１

●
岡
山
県
地
方
法
務
局
津
山

支
局
・
津
山
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
・
津
山
地
域
人
権
啓

発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

電
話
（
０
８
６
８
）２
２
―
９
１
５
７

12
月
４
日
〜
10
日
は「
人
権
週
間
」で
す

鏡野町人権問題講演会
（ハートフル講座）

講師 うすい  まさと氏（シンガーソングライター）

人権週間行事
テ
ー
マ
発達障がいの子どもと共に
～自閉症のきみのこころをさがして～
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